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2 0 2 5 年 7 月  発 行 元 ： 加 茂 交 流 館 
〒720-2417 福山市加茂町芦原 491-1 

TEL (０８４)９７２-５５４１ 

E-mail : kamo-krk@city.fukuyama.hiroshima.jp 
FAX の方は、北部地域振興課あてに送信してください。 

FAX（084）976-8150  

回
覧 

地域
ち い き

交流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

 
福山

おもちゃびょういん・かも

☆ 時間
じ か ん

 9：30 ～ 11：00 

★ 場所
ば し ょ

 加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

 

☆ 予約
よ や く

は不要
ふ よ う

です 

※治療費
ち り ょ う ひ

は無料
むりょう

です 

※診察
しんさつ

の結果
け っ か

、治療
ちりょう

できないおもちゃもあります 

※部品
ぶ ひ ん

交換
こうかん

など必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は実費
じ っ ぴ

負担
ふ た ん

となります 

 

★ 日時
にちじ

  8 月23 日(土
ど

) 

― 人権は 一人ひとりの 宝物 ― 

交流館
こうりゅうかん

では、みんなが交流
こうりゅう

し、つながり合
あ

うことを目的
もくてき

としてさまざまな講座
こ う ざ

を行
おこな

っています。 

人権
じんけん

啓発
けいはつ

講座
こ う ざ

 

 

地域
ち い き

交流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

 チューボーですよ！ 
簡単
かんたん

で、おいしいメニュー教
おし

えてもらいます。 

日時
に ち じ

 8 月29 日(金
きん

)9:30～12:00 

※ 講師
こ う し

 蔵本
くらもと

 博
ひろ

美
み

さん(地域
ち い き

活動
かつどう

栄養士
えいようし

) 

※ 材料費
ざいりょうひ

 500円
えん

  ※要申込み 【定員
ていいん

 20人
にん

】 

※ もってくるもの エプロン、マスク、三角巾
さんかくきん

、 

        お手
て

ふきタオル、お米半合
こめはんごう

 

平和
へ い わ

映画会
えいがかい

 

 

はだしのゲン 
日時
に ち じ

 8 月5 日(火
か

) 

10:00～12:00 
※ 無料

むりょう

 どなたでも 

※ もってくるもの お茶
ちゃ

かお水
みず

 

 

 

1945年
ねん

8月
がつ

6日
か

午前
ご ぜ ん

8 時
じ

。ゲンがいつものように学
がっ

校
こう

に行
い

く途
と

中
ちゅう

、爆撃機 B29 があらわれた。 

その時
とき

、強
きょう

烈
れつ

な白
しろ

い閃
せん

光
こう

が走
はし

り、巨大
きょだい

なきのこ雲
ぐも

がいっきに広
ひろ

がった。原爆
げんばく

投下
と う か

の瞬間
しゅんかん

。 

ちょうど塀
へい

の影
かげ

にいたゲンは運
うん

よく助
たす

かったが、まちは猛火
も う か

と

黒煙
こくえん

で一変
いっぺん

していた…。 

6 歳
さい

の時
とき

に広島
ひろしま

で被爆
ひ ば く

し、父
ちち

や姉
あね

、弟
おとうと

、妹
いもうと

を亡
な

くした体験
たいけん

を

もとにした漫
まん

画
が

家
か

中
なか

沢
ざわ

啓
けい

治
じ

さんによる自伝的
じでんてき

作品
さくひん

。これまで 20 

カ国語
こ く ご

以上
いじょう

で翻
ほん

訳
やく

されています。 
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― 人権は 一人ひとりの 宝物 ― 

＊「登録型本人通知制度」の電子申請が 

できるようになりました。 

福山市ホームページの「福山市電子申請サービス」から 

手続きしていただけます。 

＊スマートフォンなどをお持ちの人は、右の二次元コード 

を読み込むことで手続きが行えます。（対応機種のみ） 

加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

では、 

生活上
せいかつじょう

のさまざまな相談
そうだん

に応
おう

じています。 

仕事
し ご と

や就 職
しゅうしょく

、生活
せいかつ

や学校
がっこう

、福祉
ふ く し

制度
せ い ど

や人権
じんけん

侵害
しんがい

など 

生活
せいかつ

のなかでの困
こま

りごとの相談
そうだん

に応
おう

じています。 

2023年、広島市の平和教育副教材から漫画「はだしのゲン」が削

除されました。原爆が投下された広島で、戦中戦後の苦難な時代を生

き抜こうとする少年を描いた同作は、累計 1000万部以上発行され、

世界各国で読み継がれてきています。 

しかし、「こどもに有害」として、他の地域でも学校や図書館から撤

去せよという動きがあるという報道を目にします。確かに、当時の困窮

状態や混乱した生活背景を表現するために、過激な描写があることは

事実です。 

原爆が投下され、その年だけで 14万人が犠牲になったとされる広

島。「ほかの誰にもこんな思いをさせてはならない」という被爆者の願

いと平和を求める市民の心をもとに、広島市では平和教育を教育の

原点に掲げてきたそうです。 

表現の自由とこどもへの影響については、私たちおとなが真剣に議

論すべきだと思います。おとなが読めばよく分かりますが、「はだしの

ゲン」は、少年の目線から、天皇はもちろん、金儲けのために戦争を起

こした人、積極的に賛同した人、消極的でも反対の声をあげなかった

人、あらゆるおとなへ痛烈な反省を求めるものです。私たちおとなは、

いまだに、この問いかけに真剣に応えたとはいえないでしょう。「臭い

物にフタ」的な対応は、おとな特有のゴマカシになってしまいます。 

差し替えたり、撤去したりして、こどもたちの目に触れないようにする

のではなく、こどもたちが考える機会が奪われることの 

ないよう、おとながきちんとこどもたちの「疑問」や 

「意見」に一緒に考え答えることができるよう 

準備して、80年続間戦争をしていないこの国 

をこのあともずっと残していきたいですね。 


